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ブドウ栽培に必要不可欠
で費用的に高額なブドウ
棚の設置費補助金を拡充
できないか
条件によっては、補助率
を３分の２まで引き上げ
ている

●農業振興について
●ごみの個別収集の実施につ
いて

平松  賢司

Q.

A.

ここを
聞きました

２
ま
で
引
き
上
げ
て
支
援
し
て
い
る
。

ご
み
の
個
別
収
集
の
実
施
に
つ
い
て

平
松　

ご
み
出
し
が
困
難
な
世
帯
が
あ

る
の
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

町
内
会
支
援
制
度
の

取
り
組
み
で
、
55
町
内
会
が
ご
み
出
し

に
困
っ
て
い
る
と
あ
り
、
内
10
町
内
会

が
支
え
合
い
奨
励
金
事
業
で
、
ご
み
出

し
を
行
う
と
あ
っ
た
。

平
松　

ご
み
出
し
困
難
で
町
内
会
の
支

援
も
で
き
な
い
場
合
、
市
は
個
別
収
集

を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
１
４
５
２
カ

所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
日
を

決
め
て
収
集
し
て
い
る
。
町
内
会
支
援
制

度
で
全
て
対
応
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
ち
ょ
こ
っ
と
お

助
け
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
関
連
の
事
業

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

平
松　

ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る

農
家
数
と
栽
培
面
積
は
平
成
23
年
と
比

べ
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
は
４
２
６
戸
、

１
０
５
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
戸
数
が

若
干
減
少
し
て
い
る
。

平
松　

栽
培
に
必
要
な
ブ
ド
ウ
棚
は
１

反
当
た
り
２
０
０
万
円
と
高
額
で
、
内

訳
は
資
材
費
が
３
分
の
２
で
残
り
が
工

事
費
で
あ
る
。
現
在
、
補
助
は
資
材
費

の
２
分
の
１
で
あ
る
が
、
全
体
の
２
分

の
１
に
拡
充
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

地
域
特
産
作
物
生
産

団
地
育
成
事
業
費
補
助
金
の
補
助
率
は

２
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
が
、
５
年
先

の
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
る
認
定
農

業
者
や
認
定
新
規
就
農
者
が
栽
培
面
積

を
拡
大
す
る
場
合
、
補
助
率
を
３
分
の

同一敷地内の小学校と幼
稚園については、廃園・休
園要件を緩和できないか

一定規模以下になると教
育的効果を考え、次の段
階のステップを考えなくて
はならない

●市内中学校の部活動につい
て
●高梁市幼稚園、こども園、
保育園、小・中学校の学用品、
制服、体操服について
●スクラム作戦について
●高梁市立幼稚園と小学校の
あり方について

伊藤  泰樹
伊
藤
　
ス
ク
ラ
ム
作
戦
で
は
要
支
援
児

の
成
長
を
保
護
者
、
学
校
園
、
療
育
機
関
、

行
政
機
関
が
、
連
携
し
て
取
り
組
み
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
子
ど
も
全

員
に
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
市
は
母
子
手
帳
が
交
付
さ
れ
て

か
ら
一
人
の
保
健
師
が
ず
っ
と
寄
り
添

う
形
の
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
成
長
過

程
で
何
か
あ
れ
ば
ス
ク
ラ
ム
作
戦
で
対

応
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
伝
え
た
い
。

高
梁
市
立
幼
稚
園
と
小
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て

伊
藤
　
幼
稚
園
は
園
児
が
在
籍
し
て
い

れ
ば
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

集
団
教
育
は
社
会
性

を
養
え
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
向
上
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
一
定
の
園
児
数
が
必
要
と
考

え
る
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

伊
藤
　
文
化
系
の
部
活
動
を
希
望
す
る

者
の
た
め
に
全
校
対
象
の
部
活
動
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長
　
指
導
者
や
交
通
手
段
な
ど
か

ら
難
し
い
。
部
活
動
以
外
の
文
化
系
活

動
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

市
立
各
園
、
小
・
中
学
校
の
学
用
品
、

制
服
、
体
操
服
に
つ
い
て

伊
藤
　
各
園
、
小
・
中
学
校
の
制
服
や

体
操
服
、
学
用
品
を
統
一
す
れ
ば
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
５
つ
の
幼
稚
園

が
小
学
校
と
体
操
服
を
統
一
し
て
い
る
。

教
育
長
　
コ
ス
ト
が
幾
ら
か
安
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
状
況
を

見
な
が
ら
情
報
を
集
め
た
い
。

ス
ク
ラ
ム
作
戦
に
つ
い
て

Q.

A.

ここを
聞きました
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宮田 好夫

決算審査の質疑で新たな
行財政改革を行うと答弁
しているが、どう進める
のか
内部組織で事務事業等を
洗い出し、廃止や見直し
を行う

ど
う
進
め
る
の
か
。

副
市
長　

内
部
組
織
で
事
務
事
業
等
を

洗
い
出
し
、
廃
止
や
見
直
し
を
行
う
。

　

公
共
施
設
も
類
似
都
市
よ
り
も
非
常

に
多
い
の
で
見
直
し
に
着
手
す
る
。
素

案
が
で
き
た
ら
外
部
委
員
会
で
御
意
見

を
い
た
だ
く
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

宮
田　

高
梁
市
財
政
見
通
し
に
よ
る
と

平
成
31
年
度
か
ら
地
方
債
が
大
き
く
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
大
型
事
業
は
終
了

し
た
と
い
う
こ
と
か
。

副
市
長　

平
成
31
年
度
で
合
併
特
例
債

が
終
わ
る
。
過
疎
債
の
事
業
も
平
成
30

年
度
で
大
き
く
完
了
に
近
づ
き
、
起
債

額
や
事
業
費
が
大
き
く
落
ち
る
見
通
し

で
あ
る
。
し
か
し
、
最
小
限
の
施
設
整

備
は
必
要
な
の
で
、
次
期
総
合
計
画
で

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

宮
田　

平
成
28
年
度
決
算
に
お
い
て
、

経
常
収
支
比
率
が
94
・
２
％
と
高
く
な
っ

た
が
要
因
は
何
か
。

副
市
長　

人
口
減
少
や
合
併
算
定
替
に

よ
り
歳
入
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

宮
田　

決
算
審
査
の
質
疑
で
新
た
な
行

財
政
改
革
を
行
う
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

●�新年度予算について

Q.

A.

ここを
聞きました

Q. がん検診受診率向上の
施策は

国民健康保険の加入者
で未受診の方に再勧奨
を行っている

た
め
に
「
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
制
度
」
を

導
入
す
べ
き
と
思
う
が
、
こ
う
し
た
こ

と
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

政
策
監
　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に

つ
い
て
は
、
９
月
に
な
っ
て
も
未
受
診

の
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
再
勧
奨

を
行
っ
て
い
る
。
社
会
保
険
加
入
者
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

石
井
　
協
会
け
ん
ぽ
と
連
携
協
定
を
結

ぶ
市
町
村
が
増
え
て
い
る
。
高
梁
市
で

も
協
定
を
結
ん
で
活
動
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

政
策
監
　
協
定
を
結
ん
だ
市
町
村
で
も
、

ま
だ
具
体
的
な
取
り
組
み
に
至
っ
て
い

な
い
。
協
定
を
結
べ
ば
何
が
で
き
る
の

か
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

集
落
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
に
支   

 

援
を

石
井　

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
向
上
し

て
い
る
の
か
。

政
策
監
　
全
国
平
均
に
比
べ
る
と
高
い

が
、
厚
生
労
働
省
が
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
る
50
％
に
は
届
か
な
い
。

石
井
　
受
診
率
向
上
の
た
め
に
、
本
年

度
も
行
っ
て
い
る
施
策
と
い
う
の
は
あ

る
の
か
。

政
策
監
　
継
続
的
に
40
歳
か
ら
５
歳
刻

み
で
個
別
に
が
ん
検
診
の
無
料
券
を
郵

送
。
各
家
庭
に
健
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

配
付
。
昨
年
度
か
ら
、
未
受
診
の
方
に

対
し
て
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
３
年
間
特
定
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
方
に
対
し
て
、
が
ん
検
診
に
つ

い
て
も
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

石
井
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
る

●がん予防について
●公共施設のスペース利用に
ついて
●成羽複合施設（仮称）につ
いて
●高梁市郷土資料館について
●高梁市図書館駐車場につい
て

石井 聡美
ここを
聞きました

A.

※

 ※コール・リコール制度…クーポンの配布などで直接、 受診勧奨（コール）を行い、 未受診者に手紙や電話で再度受診勧奨する（リ 
    コール）仕組み
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ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指

導
員
の
力
も
借
り
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い
け
る
よ

う
に
学
校
に
も
指
導
し
て
い
く
。

山
田
方
谷
記
念
館
（
仮
称
）
の
建

設
に
つ
い
て

森　

財
政
が
厳
し
い
高
梁
市
で
記
念
館

を
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
旧
高
梁
中

央
図
書
館
を
再
利
用
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。

市
長　

良
い
提
案
だ
と
思
う
。
旧
図
書

館
も
博
物
館
法
の
も
と
で
動
い
て
い
る
。

そ
の
法
を
逸
脱
し
な
い
内
容
の
利
用
で

あ
れ
ば
、
記
念
館
と
し
て
の
活
用
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
っ
か
り

と
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

加湿器、空気清浄機はイ
ンフルエンザの蔓延予防
に有効だと考えるが、幼稚
園、保育園、こども園の
各教室に設置できないか

整備について今後十分検
討していく

●病児保育、病後児保育につ
いて
●幼稚園、保育園、こども園
の感染症予防対策について
●中学校の運動部活動について
●ききょう緑地河川整備の可能
性について
●山田方谷記念館（仮称）の
建設について

森　 和之

病
児
保
育
、
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

森　

高
梁
認
定
こ
ど
も
園
が
建
設
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
高
梁
市
街
地
で
の
病

児
保
育
、
病
後
児
保
育
の
市
民
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
し
っ
か

り
と
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

高
梁
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
が
第
一
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
含
め
て
十
分
把
握
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

森　

教
師
の
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が

る
外
部
指
導
者
の
採
用
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

教
育
長　

来
年
か
ら
は
国
の
部
活
動
の

指
導
員
の
配
置
促
進
事
業
が
始
ま
る
の

で
、
積
極
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

Q.

A.

ここを
聞きました

過疎や高齢化に対応し、
暮らしが維持できる町内
会支援制度の策定を

支援制度には多数のメ
ニューがあるが、他の福
祉や介護の事業との連携
も必要

石
部
　
過
疎
や
高
齢
化
に
よ
り
補
助
金

で
は
支
え
き
れ
な
い
町
内
会
も
あ
る
。

　

今
後
も
暮
ら
し
が
維
持
で
き
る
よ
う

な
施
策
の
策
定
を
求
め
る
。

市
民
生
活
部
長
　
町
内
会
支
援
制
度
に

は
多
数
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
事
案
は
社
会
福
祉
協
議
会

や
介
護
保
険
関
連
の
事
業
と
の
連
携
も

必
要
と
考
え
る
。

税
金
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て

石
部
　
市
と
協
議
し
て
税
滞
納
分
を
計

画
的
に
支
払
っ
て
い
る
方
に
、
い
き
な

り
差
し
押
さ
え
を
行
う
事
案
が
あ
っ
た
。

納
税
者
の
理
由
や
状
況
な
ど
よ
く
調
べ
、

支
払
い
可
能
な
対
応
を
求
め
る
。

総
務
部
長　

個
別
の
事
案
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
納
税
者
の
生
活
再
建
を
優
先

し
、
滞
納
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
と
把

握
し
て
い
る
。

町
内
会
支
援
制
度
に
つ
い
て

石
部
　
新
し
く
始
ま
っ
た
町
内
会
支
援
制

度
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

寄
せ
ら
れ
た
課
題
へ
の
対
応
や
、
運
営
困

難
な
町
内
会
への
支
援
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

全
体
の
約
92
％
の
町

内
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
内
容
を
見
る
と
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
、
緊
急
連
絡

網
を
作
成
し
た
町
内
会
が
あ
る
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
町
内
の
困
り
ご
と

を
記
入
し
た
町
内
会
も
あ
り
、
出
さ
れ

た
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
検
討
を
進
め
る
。

石
部
　
防
犯
カ
メ
ラ
や
消
火
栓
用
設
備

は
、
予
算
が
足
り
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

初
年
度
で
あ
り
希
望

数
が
読
め
な
か
っ
た
。
来
年
度
に
つ
い

て
は
申
請
に
見
合
う
額
が
予
算
要
求
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

石部 　誠

Q.

A.

ここを
聞きました

●町内会支援制度について
●税金の滞納整理について
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酪農生産者への助成について酪
農生産性向上緊急対策事業の補
助（50％）の補助残に市として、
助成を検討してはどうか

基本的には、機械設備の導入に
は助成制度はなく、認定農業者
などに対しての５年間無利子融
資などを活用してほしい

分
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
具
体
的
に
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

売
却
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し

て
検
討
す
る
。

黒
川　

鶴
鳴
保
育
園
の
駐
車
場
に
は
、

昭
和
28
年
に
開
館
し
た
美
術
館
が
あ
っ

た
。
そ
の
取
り
壊
さ
れ
た
美
術
館
の
宮

本
隆
氏
作
の
レ
リ
ー
フ
が
、
地
域
局
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。
先
人
た
ち
の
功
績

を
顕
彰
し
、
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、
レ

リ
ー
フ
の
設
置
が
行
え
な
い
か
。

教
育
次
長　

美
術
館
の
保
存
を
願
う
有

志
の
方
々
よ
り
、
レ
リ
ー
フ
の
設
置
を

要
望
さ
れ
、
平
成
24
年
に
地
域
局
長
名

で
回
答
し
て
い
る
。
多
く
の
方
の
賛
同

を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
と
し
て

取
り
組
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
と
し

て
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

酪
農
生
産
者
へ
の
助
成
に
つ
い
て

黒
川　

国
の
酪
農
経
営
体
生
産
性
向
上

緊
急
対
策
事
業
は
、
後
継
者
な
ど
の
労

働
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
搾
乳
機
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
導
入
に
際
し
国
庫
補
助

金
上
限
３
０
０
０
万
円
（
補
助
率
50
％

以
内
）
を
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。
市

が
国
の
補
助
金
の
残
額
部
分
に
助
成
を

で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
、
市
に
は
助
成

制
度
は
な
い
が
、
そ
の
他
の
制
度
、
後

継
者
へ
の
奨
励
金
、
近
代
化
資
金
、
認

定
農
業
者
へ
の
５
年
間
無
利
子
融
資
な

ど
の
制
度
を
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。

成
羽
地
域
の
複
合
施
設
整
備
に
伴

う
跡
地
に
つ
い
て

黒
川　

旧
成
羽
高
校
跡
地
の
複
合
施
設

整
備
に
伴
う
各
保
育
園
跡
地
の
活
用
処

●酪農生産者への助成につい
て
●成羽地域の複合施設整備に
伴う跡地について

黒川 康司

Q.

A.

ここを
聞きました

ま
た
体
育
施
設
の
使
用
料
の
減
免
も
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
共
催
者
と
し
て

運
営
に
は
協
力
す
る
が
、
補
助
金
の
増

額
は
考
え
て
い
な
い
。

  

建
設
行
政
に
つ
い
て

三
村　

市
道
上
に
立
木
、
竹
、
草
等
が
覆

い
か
ぶ
さ
っ
て
通
行
、
通
学
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
が
、
市
は
こ
の
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長
　
こ
の
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
い

る
。
地
権
者
の
承
諾
を
取
り
な
が
ら
業
者

委
託
も
含
め
、
解
消
し
て
い
き
た
い
。

三
村　

今
年
の
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
来
年
度
予
算
は
ど

の
よ
う
な
見
通
し
な
の
か
。

市
長
　
普
通
交
付
税
の
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
い
ろ
ん
な
制
度
を
活
用
し
、

予
算
の
確
保
を
し
て
い
き
た
い
。

神原スポーツ公園野球
場の呼び名を「平松政
次球場」に変更して全
国にアピールしたらど
うか
実現可能かどうか研究
する

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

三
村　

本
市
出
身
の
平
松
政
次
さ
ん
が

野
球
界
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
野
球
殿
堂

入
り
を
果
た
さ
れ
た
。
高
梁
市
で
24
年

に
わ
た
っ
て
学
童
の
県
大
会
「
平
松
政

次
旗
学
童
軟
式
野
球
大
会
」
を
開
催
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
次
世
代
に
末

永
く
顕
彰
す
る
た
め
、
神
原
ス
ポ
ー
ツ

公
園
野
球
場
の
呼
び
名
を
「
平
松
政
次

球
場
」
に
変
更
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
次
長　

良
い
提
案
で
あ
る
が
、
ご

本
人
の
同
意
も
必
要
。
実
現
可
能
か
ど

う
か
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
村　
「
平
松
政
次
旗
学
童
軟
式
野
球
大

会
」
を
24
回
開
催
し
て
い
る
が
大
会
運

営
に
苦
労
し
て
い
る
。
補
助
金
の
増
額

は
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　

教
育
委
員
会
は
共
催
し
、

●防災対策について
●地域のまちづくりについて

三村 靖行

Q.

A.

ここを
聞きました
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神原スポーツ公園総合ス
タジアムの愛称を一般か
ら募集するのか

企業のネーミングライツ
事業の活用も含め、広く
一般市民に公募していく
つもりである

●スポーツ関連施設の管理、運
営と課題について
●高梁市公共施設等総合管理
計画について
●平成 30年度の予算について

小林  重樹

ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
管
理
、
運

営
と
課
題
に
つ
い
て

小
林　

平
成
30
年
２
月
に
竣
工
予
定
の

神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム

に
つ
い
て
、
名
称
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
愛
称
「（
例
）
シ
ャ
ル
ム
・

ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
一
般
か
ら
募
集
す
る

の
か
。

教
育
次
長　

神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、
企

業
か
ら
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
の

活
用
も
含
め
、
広
く
一
般
市
民
に
公
募

し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

小
林　

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
神
原
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
全
体
の
管
理
は
直
営
で

行
う
の
か
。

教
育
次
長　

引
き
続
き
直
営
で
行
い
た

い
。
天
然
芝
の
管
理
は
業
務
委
託
を
考

え
て
い
る
。

小
林　

国
が
基
本
計
画
を
策
定
し
、
全

国
の
市
町
村
に
少
な
く
と
も
一
つ
は
設

立
す
る
こ
と
と
国
の
指
定
を
受
け
て
い

る
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ピ

オ
ー
ネ
」
の
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
次
長　
「
ピ
オ
ー
ネ
」
は
、
平
成
20

年
に
設
立
さ
れ
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
分

野
に
お
い
て
活
動
す
る
団
体
で
あ
る
。

会
員
数
は
１
８
１
人
で
教
室
は
14
あ
り
、

延
べ
７
３
６
６
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
る
。
事
務
所
は
高
梁
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
事
務
室
に
あ
る
。

Q.

A.

ここを
聞きました

マイナンバーカードを活
用した母子健康情報サー
ビスに取り組むべきでは
ないか

子育て情報を発信できる
電子母子手帳の導入を検
討する

ド
の
付
加
価
値
向
上
の
一
つ
で
あ
る
母

子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

政
策
監　

個
人
向
け
サ
イ
ト
の
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た
母
子
健
康
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
が
、
ま
ず
は
廉
価
で
対
応
で
き
る
母

子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

保
育
教
諭
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

川
上
　
保
育
教
諭
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

市
長　

仕
事
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
事
務
処
理
等
に
つ
い
て
は
関
係
課
と

連
携
し
て
支
援
を
行
う
等
検
討
し
て
い

き
た
い
。

川
上　

あ
ら
ゆ
る
対
策
を
総
動
員
し
て

保
育
教
諭
の
確
保
に
全
力
を

挙
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

潜
在
保
育
士
の
掘
り

起
こ
し
を
し
て
、
多
方
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
早

急
に
対
応
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
つ
い
て

川
上　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

●保育教諭の働き方改革につ
いて
●マイナンバーカードの普及促
進について

川上 博司

Q.

A.

ここを
聞きました

 ※1　ネーミングライツ事業…市と企業等との契約により、 対象施設 
 等にネーミングライツを設定し、 その対価を得る事業。
 

※2 マイナポータル…政府が運営するオンラインサービスで、 
子育てに関する行政手続きがワンストップでできたり、 行政から
のお知らせが自動的に届いたりする。　

※
１

※
２

千葉県松戸市のチラシ
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都市機能を維持するため、
人口密度を維持するための
施策はあるのか

都市機能にかかる施策は、
福祉施設、観光交流施設な
どについては国の活用可能
な制度があるので活用して
いく

Q.

A.

●立地適正化計画について
●友好都市との交流について
●高梁市図書館の現況につい
て

森上  昌生

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

森
上　

都
市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

人
口
密
度
を
維
持
す
る
た
め
の
施
策
は

あ
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

現
在
、
人
口
密
度
を

維
持
す
る
た
め
の
国
、
県
の
制
度
は
な

い
が
、
都
市
機
能
に
か
か
る
施
策
に
関

し
て
は
福
祉
施
設
、
観
光
交
流
施
設
な

ど
に
つ
い
て
は
国
の
活
用
可
能
な
制
度

が
あ
る
の
で
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

平
成
32
年
度
か
ら
の
新
た
な
総
合
計
画

に
組
み
込
ん
で
い
く
。

友
好
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

森
上　

筑
西
市
出
身
の
陶
芸
家
、
板
谷

波
山
の
作
品
展
を
高
梁
市
成
羽
美
術
館

に
お
い
て
開
催
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

同
時
に
し
も
だ
て
美
術
館
に
お
い
て
児

島
虎
次
郎
展
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

以
前
、
交
流
展
の
話
が
あ
っ

た
が
、
当
時
は
互
い
の
準
備
が
整
わ
ず

見
送
っ
た
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
梁
市
図
書
館
の
現
況
に
つ
い
て

森
上　

午
後
５
時
以
降
、
利
用
者
の
極

端
に
減
る
４
階
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
、

視
覚
障
害
者
に
対
し
相
対
で
の
読
み
聞

か
せ
ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
目
的
別
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
が
つ
く
れ
な
い
か
。

教
育
次
長　

他
市
の
図
書
館
で
は
、
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
専
用
ス
ペ
ー

ス
は
利
用
し
な
い
と
き
に
は
デ
ッ
ド
ス

ペ
ー
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
本
市

の
場
合
は
多
目
的
室
を
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ここを
聞きました

Q. 人口減少対策のために、地域ごとに目標を設定して取
り組むべきではないか

地域ぐるみの取り組みに対
して支援を行っており、危
機感や課題の共有、目標設
定を行い、アクションにつ
なげている

て
お
り
、
危
機
感
や
課
題
の
共
有
、
目

標
設
定
を
行
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な

げ
て
い
る
。
地
域
の
主
体
性
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
先
進
地
で
の
手
法

を
取
り
入
れ
た
り
、
全
国
表
彰
を
受
け

た
宇
治
地
域
の
事
例
を
紹
介
し
た
り
し

て
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。

公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

石
田　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

よ
る
と
、
今
後
、
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
公

共
施
設
の
維
持
管
理
や
整
備
に
使
え
る

予
算
が
限
ら
れ
て
く
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
今
後
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

形
で
再
編
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
節
目

ご
と
に
市
民
の
皆
様
や
議
会
に
お
伝
え

し
て
い
く
。

 

定
住
対
策
に
つ
い
て

石
田　

新
総
合
計
画
に
お
け
る
目
標
人

口
等
の
達
成
度
は
ど
の
程
度
か
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
31
年
に
３
万
３

０
０
０
人
と
す
る
目
標
は
達
成
が
困
難

で
あ
る
。
一
方
で
人
口
の
社
会
動
態
の

面
で
は
、
人
口
減
少
幅
が
４
分
の
１
に

な
り
、
平
成
28
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
９
人

に
止
ま
り
、
ほ
ぼ
０
に
近
づ
い
た
。
合

計
特
殊
出
生
率
は
１
・
67
で
、
目
標
値

を
上
回
っ
た
。
子
育
て
施
策
や
定
住
支

援
策
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

石
田　

市
内
全
人
口
で
は
ピ
ン
と
こ
な

い
が
、
地
域
ご
と
に
、
あ
る
程
度
の
人

口
規
模
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
目
標

を
設
定
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

市
民
生
活
部
長　

地
域
ぐ
る
み
の
移
住

者
受
入
の
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

●定住対策について
●公共施設整備について
●所有者不明の不動産につい
て

石田 芳生
ここを
聞きました

A.
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成羽複合施設（仮称）に
はホールの計画がある
が、新たにホールを作る
必要はないと考える
寄付者は音楽ホールを要
望されており、汎用性の高
い多目的ホールで理解を
いただいた

●道路管理について
●本市の土地開発について
●第３次行財政改革と成羽複合
施設（仮称）について

倉野  嗣雄

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
よ
る

問
題
に
つ
い
て

倉
野　

山
林
を
切
り
開
い
て
太
陽
光
発

電
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
豪
雨
時

に
は
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
い
も
の
も

あ
り
、
市
と
し
て
規
制
や
指
導
は
で
き

な
い
か
。

政
策
監　

５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
開
発
を
行
う
と
き
は
市
の
環
境
保

全
条
例
に
よ
る
届
け
出
、
３
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
れ
ば
、
開

発
事
業
の
調
整
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

届
け
出
が
必
要
で
、
そ
の
際
、
相
手
と

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合

は
公
的
な
規
制
は
な
い
。
来
年
度
か
ら

は
、
国
が
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、
規
制
を
強
化
す
る

状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

成
羽
複
合
施
設（
仮
称
）に
つ
い
て

倉
野
　
成
羽
地
域
局
と
成
羽
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
た
複
合
施
設
の
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
老
朽
化
し
た
施

設
を
統
合
し
、
更
新
す
る
も
の
で
理
解

で
き
る
。
新
施
設
に
は
ホ
ー
ル
の
計
画

が
あ
る
が
、
現
在
、
ホ
ー
ル
は
市
街
地

に
二
つ
、
川
上
町
、
有
漢
町
に
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
あ
り
、
今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
含
め
て
考
え
る
と
、
新
た
に
ホ
ー

ル
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

市
長
　
成
羽
複
合
施
設
（
仮
称
）
建
設

に
あ
た
っ
て
寄
付
の
申
し
出
が
あ
る
。

寄
付
者
は
音
楽
ホ
ー
ル
を
要
望
さ
れ
て

い
る
中
で
、
汎
用
性
の
高
い
多
目
的
ホ
ー

ル
で
理
解
を
い
た
だ
い
た
。
老
朽
化
し

た
二
つ
の
施
設
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
下
が
る
見
込

み
で
あ
り
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q.

A.

ここを
聞きました

　
11
月
 21 
日
に
松
原
小
学
校 

・ 

宇
治
小
学
校
・
福
地
小
学
校
・
玉

川
小
学
校
の
高
梁
市
内
の
小
規
模

小
学
校
を
訪
問
し
調
査
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

過
疎
と
少
子
化
に
よ
り
生
徒
の

集
団
学
習
へ
の
弊
害
や
、
配
置
さ

れ
る
教
員
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ

る
学
校
運
営
の
苦
労
話
、
そ
う

い
っ
た
中
で
き
め
細
や
か
な
指
導

や
、
各
校
の
環
境
を
生
か
し
た
特

徴
あ
る
取
り
組
み
な
ど
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
校
舎
や
普
通
教
室
・

図
書
館
や
音
楽
室
な
ど
特
別
教
室

を
見
学
、
あ
わ
せ
て
学
校
隣
接
の

児
童
ク
ラ
ブ
も
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
校
舎
設
備
に
お
い
て
は
雨

漏
り
が
見
受
け
ら
れ
た
り
、
集
会

室
の
網
戸
設
置
要
望
や
浄
化
槽
排

水
路
の
詰
ま
り
改
善
な
ど
の
要
望

も
出
さ
れ
早
速
解
決
へ
と
具
体
化 

さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
・
管
内
行
政
視
察

    松原小　図書室校舎見学　校舎内の集会室
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耐
久
年
数
を
過
ぎ
た
防
災
行
政
無
線
の
代

わ
り
に
、
新
た
に
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
を
配
備

す
る
と
い
う
計
画
は
、
平
成
29
年
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
定
例
会
で
は
、

市
長
所
信
に
お
い
て
表
明
さ
れ
、
予
算
が
可

決
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
５
月
頃
ま
で
に

公
共
施
設
や
避
難
所
に
２
０
０
台
を
配
備
を

完
了
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
備
中
地
域
と
成
羽
地
域
管
内
を
対
象
と

し
て
６
月
か
ら
申
し
込
み
の
受
付
が
さ
れ
、

ラ
ジ
オ
本
体
は
無
償
貸
与
、
保
証
料
も
い
た

だ
か
な
い
形
で
11
月
６
日
か
ら
成
羽
・
備
中

地
域
局
を
窓
口
と
し
て
、
配
布
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　平成29年も押し詰まった中、議会広報公聴特別委員会では「議会だより」
2月号のための原稿作りに追われています。12月定例市議会では定住、子育
て、教育問題などさまざまな質問が各議員よりなされ、執行部との活発な論
議が展開されました。いま市民の皆さんが一番関心を持たれている問題は１
億円の未払金の問題だろうと思います。現在この問題は地方自治法第100条
によって議会の中に調査特別委員会が組織され、問題の原因究明に当たっ
ています。調査特別委員会の調査報告を待って「高梁市議会だより」でも、
できるだけ市民の皆様に分かりやすい形でお伝えできればと思っています。 
議会広報公聴特別委員会ではできるだけ市民の皆さんと同じ目線で問題に取り組
んでいこうと思っていますので、ご意見、要望などお聞かせくださるようお願い
致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森上昌生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

成
羽
・
備
中
地
域
に
お
い
て
は
12
月
１
日

か
ら
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
防

災
無
線
が
運
用
さ
れ
て
い
た
備
中
地
域
に
お

い
て
は
、
現
在
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
た
防
災

行
政
無
線
が
廃
止
に
な
る
た
め
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
午
前

６
時
30
分
と
午
後
８
時
に
定
時
放
送
が
流
れ

ま
す
。
お
悔
や
み
、
出
生
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
行
事
等
の
放
送
が
午
後
８
時
10
分
か
ら

３
８
０
字
以
内
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
平
成
30
年
度
に
高
梁
地
域
、

平
成
31
年
度
に
有
漢
地
域
・
川
上
地
域
で
も

導
入
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
成
羽
・
備
中
地
域
で
今
回
申
し
込

み
が
で
き
な
か
っ
た
世
帯
に
対
し
て
は
、
来

年
度
の
申
込
受
付
が
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

どうなった


